
 

千葉市立千葉高等学校 
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食品ロスの推移予想

まとめ 

私たちの普段の小さな工夫で、食品ロスを大きく減少させること

ができます。 

たとえ、1 日に削減できる量が少なかったとしても、それが１年２

年と積み重なることで大きな結果に繋がっていきます！ 

これ以外の工夫を探すのも楽しみの一つに 

できるのではないでしょうか 

C
H

IB
A

 M
U

N
IC

IP
A

L
 C

H
IB

A
 H

IG
H

 S
C

H
O

O
L

 
S

u
p

e
r S

cie
n

ce
 H

ig
h

 S
ch

o
o
l D

e
sig

n
a

te
d

 b
y
 th

e
 M

in
istry

 o
f E

d
u

ca
tio

n
,C

u
ltu

re
,S

p
o
rts,S

cie
n

ce
 a

n
d

 T
e
ch

n
o
lo

g
y
 

引用：農林水産省 HP 

 

普通科１年次（総合的な探究の時間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Before After Before After 



 

千葉市の緑と暮らし 

千葉市立千葉高等学校 
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普通科１年次（総合的な探究の時間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                    

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

過度な開発や、化石燃料の利用を 

減らし、環境保全の必要性を理解する。 

 

▷具体例として…… 

・ 屋上緑化やグリーンカーテン 

・ バイオマス発電の利用 

etc. 

屋上緑化や、グリーンカーテン

で、緑を増やそう！！！  

この緑を 

未来に残す 

ためには… 

バイオマス発電なら、 

二酸化炭素排出量が実質  
住友林業ＨＰより (https://sfc.jp/treecycle/value/biomass.html) 

石勝エクステリアＨＰより

(https://www.ishikatsu.co.jp/works/) 



School with Diversity 

33%

67%

した してない

 

千葉市立千葉高等学校 

41%

59%

経験した 経験していない
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普通科１年次（総合的な探究の時間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このグラフより 11人に１人が LGBTQであること

がわかります。例えば 1クラス 30人のクラスだと

約 3人が LGBTQに該当するということです。 

つまり、LGBTQ は身近なものであるということで

す。 

8.9％

91.1％

LGBTQである
LGBTQではない
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性別違和のある男子 非性愛男子 性別違和のある女子 非異性愛女子

LGBTQ について理解をふかめよう！！ 

このグラフより同級生が最も多いことがわかります。 

それに対し、悩みを聞くことが仕事のカウンセラーと当

事者団体が少ないことがわかります。これより、カウン

セラーに相談することに対して抵抗を感じている。また、

当事者団体の活動が知られていないことがわかります。 

右の 2つの円グラフより就活時に性的指向や性自認（SOGI）に由来したハラスメント

を経験した人が多いことがわかります。 

これより、企業は LGBTQについて配慮をしていくべきだと思います。 

内定から入社までに SOGIハラを経験したか？ 

就活の選考時に SOGIハラを経験したか? 自分が LGBTであることを打ち明けた相手 日本の LGBTQ層の割合 



 

千葉市立千葉高等学校 

防災マップ大改革 
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今ある防災マップを使いやすくしよう！ 

普通科１年次（総合的な探究の時間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

範囲：市立千葉高等学校周辺 

出典：千葉市地震・風水害ハザードマップ

(WEB版)(city.chiba.jp)(参照日 2021.10.26) 

提案マップの QRコード⇒ 

＊マップ自体は、日々 

最新情報を確認してください。 

 

近年災害が増加している 

とよくきくけれど 

どうやって対策すればいいのかな？ 

「防災マップ」ちょっとみづらいなぁ 

…そもそもちゃんと見たことないかも 

 



 

千葉市立千葉高等学校 

千葉市の海水汚染が及ぼす影響と対策 
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私たちはどうすれば良いのでしょうか？ 
 

普通科１年次（総合的な探究の時間） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今、千葉市の海で起きている現状と問題】 
 

 

 

                                           

                                                         

 

                   

  

 

 

                                           

 

      

＜提案＞ 

 

            

千葉市の海では、貝類の 65％が絶滅危惧種に!! 

★ストローなどの有料化 

★マイボトルの積極的な利用 

 

 

今いる生物を 

絶滅させない！ 

1.プラスチック製品の有料化  2.生物保護区の設立    3．子供たちへの教育    4．海辺の清掃 

 

水の汚染具合を表す数値 

数値が大きいほど、海は汚れている 

数値は年々増加しており、汚染が進んでいる 

0 1 2 3 4 5

昭和63年

平成元年

平成11年

平成21年

令和元年

生物化学的酸素要求量（mg/l）の変化

これからの未来を担う子供たちに 

小中学校で海の大切さを知ってもらい、 

海辺を守ることへの意識を高める 

 

★ボランティア参加者への成績加点 
★参加者は近隣のお店で割引サービス
が利用できるようにする 

出典：千葉市統計 



～仮説～ 

地産地消を推し進めることにより、SDGsの「住み続けら

れるまちづくりを」が達成できるのではないかと考えた。 

～現状～ 

 

 

 

 

 

 

食料自給率は年々減少傾向にあり、今後も改善は見込

めない。原因として、食生活 

の大幅な変化や、少子高齢化 

による農業従事者の 

減少があげられる。 
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～現在行っている取り組み～ 

千産千消 

独自ブランド「 」 

今の対策では足りないかも！ 

 

 

若者の職業の選択肢に「農家」を組み込みたい。 

～提案～ 

小学校教育に、農業について知り、より深く考えら

れるような授業カリキュラムを組み込みことを提案

する。 

農業に触れる機会を増やすことで、「農家」になるこ

とへの一歩を踏み出しやすくなると考える。 
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